
Title 成長・成熟系の研究 その1 : 男子精通現象を中心に

Author(s) 澤田, 昭

Citation 大阪大学人間科学部紀要. 1975, 1, p. 27-53

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/12269

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



成長 ・成熟系 の研 究 くその1>

一 男子精通現象を中心に一

澤 田 昭



29

成 長 ・成 熟 系の研究 〈その1>

男子精通現象を中心に

1.問 題 の所在 と研究 目的

思春期(puberty)を 契機づける性成熟過程が体性的成長過程 と密接に 関連することは,

古 くから多 くの諸知見によって明らかにされてきた。すなわち,成 長は性成熟を規定 し,ま

た性成熟は成長を規定するという交互作用がその基本的原理であ り,こ の時系列上の統合を

k・eな うの が 生 活 体 の樹 ・固有 醗 達 形 式 で あ る.L。i,d ,A.K.(ig6チ1は 種 間 の体 重 成 長

曲線における特徴を比較 し,哺 乳類一般と異なる人間の独 自なあり方を指摘する。他方,人

間の脳重成長曲線は哺乳類一般の体重のそれと異ならない。換言すれば,早 い脳重成長に対

す る遅い体重成長の発達非同時性のなかに,人 間文化の伝達可能性や教育的営みの重要性を

示 唆 す る ので あ る.ま たT。 。。。r,J.M.(196お 雌 間 の 樋 成 長 速 度 曲繍,鮒 る特 徴 を比

較 し,青 年 期 成 長 ス パ ー ト(adolescentgrowthspurt)こ そ 霊 長 類 に特 有 な 在 り 方 と す る。

も ・ と も,Gavan,エA.&Swi。d・,r,D.R.(1968は 頭 部 か 曙 鰯 で の 体 長(ほ ぼ 坐 融

あ た る)の 青 年 期 成 長 スパ ー トが リー サ ス ・サ ル で もチ ンパ ン ジー で も存 在 せ ず,人 間独 自

の もの だ とす る。 い ず れ にせ よ,人 間 に と って 体 性 的 成 長 ,成 熟 過 程 の 特 性 は,少 な く と も

従来から諦 れて きたような 〈発達の雛 性〉 という把握 ,例 燃B。lk,L(ig29]の,
のまたP

ortmann,A.(1951)の いわゆる生物学的人間学の指摘のみでは律 しきれない多元的な

側面をもっているのである。いいかえれば,発 達的緩慢性のなかに,他 の哺乳類,さ らにま

た他の霊長類 とも異なる人間独自の成長曲線の三重構造があり,比 較的定常な成長速度の少

年期をはさんで乳児期成長スパー トとは区別されるという意味での二次的な,そ してまぎれ

もな く量的な意味での緩慢さとは逆の促進性を示す青年期成長スパー トが存在す る の で あ

る。 しかも,こ の後者は人間においてとりわけ,性 差のあり方に関 して独特なのである。霊

1)Laird,A.K.:Evolutiononthehumangrowthcurve,Growth,1967,31,345-55.

2)Tanner,工M.:GrowthatAdolescence,2nded.,Blackwell,Oxford.,1962.

3)Gavan,J.A.&Swindler,D.R.:Growthratesandphylogenyinprimates,Amer.J.Phys.

Anthrop.,1966,24,181-90.

4)Bolk,L.:DasProblemderMenschwerdung,Jena,1926.

5)Portmann,,A.高 木 正 孝 訳 人 間 は ど こ ま で 動 物 か 岩 波 書 店 、1961
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長 類 で は リー サ ス ・サ ル で も チ ンパ ン ジ ー で も,雌 の 成 長 ス パ ー トは雄 の そ れ を量 的,時 間

的 に越 え る こ とが な い 。 しか し,人 間で は女 子 成 長 ス パ ー トは男 子 よ り早 く解 発 し,こ の故

に一 定 の 年 令 で は長 育,量 育 の い ず れ で あれ 成 長 水 準 に お い て 女 子 が 優 位 に立 ち さ え す る。

この 特 定 年 令,す な わ ち 思 春 期 の この女 子 優 位 の あ り方 こそ,成 長 水 準 が 常 に雄 優 位 を とる

霊 長 類(チ ンパ ンジ ー で は 特 に 甚 だ しい)と 異 な って,ま さ に人 間 に独 特 で あ りこれ ま で 知

られ て い る以 上 の意 味 を有 して い る ので あ ろ う。 少 な くと も,人 格 成 熟 の早 遅 と も結 びつ い

て この 時 期 に最 大 とな る性 的 拮 抗(sex-antagonism)に 関 係 して い る こ とは い うーまで も ない

し,さ ら に男 性 と女 性 とい う存 在 の 発 達 的 形 成 に 深 い 示 唆 を投 げか け る の で あ る。 この よ う

な意 味 を含 めて 考 え る と き,青 年 期 成 長 スパ ー トは人 間 にあ って はむ しろ く思 春 期 成 長 ス パ
6)

一 ト〉 とい うべ きな の で あ る
。

性 成 熟 過程 の 成 長 過 程 との交 互 作 用 は,こ れ ま で女 子 に関 して のみ,す な わ ち初 潮 現 象 お

よ び第 二 次 性 徴 を 中心 と して 明 らか に され て きた 。 い ーま初 潮 年 令(ageatmenarche)に 関

連 す る諸 知 見 を要 約 的 に述 べ れ ば,以 下 の とお りで あ る。

1)初 潮 年 令 は体 性 的成 長 の 早 遅 と相 関す る。 これ は 思 春 期 前 の身 長 ,体 重 両 次 元 につ い
7)8)

て い え る(Boas,F.1897;Shuttleworth,F.K.1939)。 い い か え る と,初 潮 年 令 は成 長加 速 型

10)
に早 く遅 速 型 に遅 い(澤 田,1973)。

ムム
2)初 潮 年 令 は体 型 に よ っ て 早 遅 を示 し,肥 満 型 に早 く痩 長 型 に 遅 い(Kralj-Cercek,L .
9)10)11)12)

1956;澤 田,1973)。 特 に肥 満 児 に早 い(Bruch,H.1938;澤 田,1971)。

13)
3)初 潮 時身 長 お よ び初 潮 時体 重 は一 定 で あ る(松 林,1932)。 し か し,こ れ に は 異 論 が

あ り,初 潮 時 身 長 は初 潮 年 令 の 早 遅 と と も に変 動 し,遅 い と き初 潮 時 身 長 は増 大 す るが,初
正0)14)16)15)

潮 時 体重 こそ ほ ぼ一 定 で あ る(澤 田,1968,1973;Frisch,R.E.etaL1969,1970)。

6)澤 田 昭、 糸 魚 川 直 祐

青 年期 の 比較 発 達 学 的 考 察 一 その 行 動 と形 態 発 達 一 現 代 青年 心 理 学 講 座 第2巻 青 年 期 の 比較

文 化 的 考 察 第2章,57～106,金 子 書 房,1973
7)Boas,R:Thegrowthofchildren,Science,N.S.1897,5,57(》 一3.

8)Shuttleworth,F.K.:Thephysicalandmentalgrowthofgirlsandboysagesixtonineteenin

relationtoageatmaximumgroWth,Monogr.Soc.Res.ChildDevelopm.,1939,4,No.3.ヘム
9)Kralj-Cercek,L.:Theinfiuenceoffood,bodybuild,andsocialoriglnontheageatmenarche,

Hum.Biol.,1956,28,393-406.

IO)澤 田 昭 現 代 にk・け る性 の成 熟 現 代青 年 心理 学 講 座 第5巻 現 代 青 年 の性 意 識

第2章,41～96,金 子 書 房1973

11)Bruch,H.:Obesityinchildhood.1.Physicalgrowthanddevelopmentofobesechilderen,

AmerJ。Dis.Child.,1938,58,457-84.

12)澤 田 昭 肥 満 児 の心 理 学 的研 究 青 少 年 問 題 に 関 す る 研 究 報 告 書,昭 和45年 度,大 阪府,1971

13)松 林錆 三 女 子 身 体 発 育 に 関 す る研 究 第1報

月 経 初 潮 と身 体 発育 民 族 衛 生,1932,2,No1,3-88

14)澤 田 昭 追 手 門 学 院 小 学 部 ・中 学 部 にお け る発 達 追 跡 調i査報 告 書,昭 和43年 度,追 手 門 学 院,

1968.

15)Frisch,R.E&Revelle,R.;Theheightandweightofadolescentboysandgirlsatthetime

ofpeakvelocityofgroWthinheightandweight=longitudinaldata.Hum.Biol.,1969,41,536-

59.
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4)初 潮 年 令 は青 年 期 成 長 ス パ ー トの早 遅 と相 関す る。 した が っ て,身 長 お よ び体 重 の 成

17)

長 スパ ー ト開始 年 令 や 成 長 速 度 ピー ク年 令 が 早 い ほ ど,初 潮 年 令 は 早 い(Deming,J.1957;
18)15)19)

Tanner,J.M.etal.1966;Frisch,R.E.etal.1969,1971)0

5)初 潮 年 令 は思 春 期 の身 長 成 長速 度 ピ ー ク年 令 の後,成 長 速 度 曲 線 の第2変 曲 点,す な

17)20)

わ ち成 長 加 速 度 曲 線 の減 速 度 極 大 時 点 に同 期 す る ①eming,J,1957;Israelsohn,WJ.1960)。

6)思 春 期 の身 長 成 長 速度 ピ ー ク量 は,初 潮 年令 が 早 い ほ ど大 きい(Tanner,J.M.etal.

18)
1966)0

7)同 じ く,身 長 成 長 速 度 ピー ク年 令 と初 潮 年 令 との 時 幅 は,初 潮 年 令 が 早 い ほ ど小 さ い

10)

(澤 田,1973)。

した が って,発 達 加 速 現 象 の展 開 して や ま ない 今 日,初 潮 年 令 前 傾 化 を担 う現 代 の新 た な

世 代 ほ ど,思 春 期 の 量 的 変 化 の増 大 と時 幅 の縮 小 が 生 じて い る と考 え られ る。

他 方 で,男 子 にお け る精通 現 象 に 関 して は,そ の 体 性 的 成 長 過 程 との 関 連 が 何 ら明 らか に

さ れ て い な い。 僅 か に第 二 次 性 徴 につ い て の成 長 関 連 知 見 が あ る ばか りで,全 て は それ らか

ら推 定 す る しか な い 。 そ の 要 約 は次 の とお りで あ る。

1)男 子 第 二 次 性 徴 の うち変 声,恥 毛,腋 毛 の発 現 年 令 の早 遅 は,身 長 お よ び体 重 両 次 元

zi)
の 成 長 過 程 の早 遅 と相 関 す る(Hogben,H.etaL1948)。

2)男 子 恥 毛 発 達 は体 型 に よ って異 な る。 中胚 葉 型 で は早 く発 現 し,そ の 発 達 速 度 は平 均

的 で あ るが,外 胚 葉 型 で は遅 く発 現 し,そ の発 達 速 度 は早 い。 他 方,内 胚 葉 型 で は早 い恥 毛
22)

発 現 をみ る が,そ の 発 達 過 程 にお け る速 度 は遅 い(Hunt,E.E.etal.1958)。 ま た,肥 満 児 男

11)23)24)
子 の恥 毛発 現 は と りわ け早 い(Bruch,H.1938;Quaade,E.1955;Wolff.,0.H.1955)。

3)男 子 恥 毛 発 現 は 青 年 期 成 長 スパ ー トの早 遅 と相 関 し,成 長 速 度 ピー ク年 令 が 早 い ほ ど

16)Frisch,R.E.&Revelle,R.:Heightandweightatmenarcheandahypothesisofcritical

bodyweightsandadolescentevents,Science,1970,169,397-9.

17)Deming,工:ApplicationoftheGompertzcurvetotheobservedpatternofgrowthinlength

of48individualboysandgirlsduringtheadolescentcycleofgrowth,Hum.Biol.,1957,29,

83-122.

18)Tanner,7.M.,Whitehouse,R.H.&Takaishi,M.:Standardsfrombirthtomaturityfor

height,weight,heightvelocity,andweightvelocity;Britishchildren,1965Part1,Arch.Dis.

Childh.,1966,41,454-71.

19)Frisch,R.E.&Revelle,R.:Theheightandweightofgirlsandboysatthetimeofinitiation

oftheadolescentgrowthspurtinheightandweightandtherelationshiptomenarche,Hum.

Biol.,1971,43,140-59.

20)Israelsohn,W.J.:Descriptionandmodesofanalysisofhumangrowth.InHumanGrowth,

ed。JA.Ta皿er,Pergamon,Oxfbrd,1960,21-42.

21)Hogben,H.,Waterhouse,J.A.H.&Hogben,L.:Studiesonpuberty:Part1.Brit.J.soc.

Med.,1948,2,29-42.

22)Hunt,Jr.,E.E.,Cocke,G.&Gallagher,J.R.:Somatotypeandsexualmaturationinboys:a

methodofdevelopmentalanalysis,Hum.Biol.,1958,30,73-91,

23)Quaade,E.:ObeseChildren:AnthropologyandEnvironment,DanishSciencePress,

Copenhagen.1955.

24)Wolff,O.H.:Obesityinchildhood,Quart.J.Med.,ns.1955,24,109-124.
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25)17)

恥 毛 発 現 も早 い(Nicolson,A.B.etal.1953;Deming,J.1957)。

少 な く と も,か か る男 子 第 二 次 性 徴 の 示す 成 長 関 連 を見 る か ぎ り,女 子 の それ と異 な る と

ころ は まず な い とい って よ い。 か くして,男 子 精 通 年 令(ageatlstejaculation)レ こ関 して

もま た,初 潮 年 令 と同 様 に,成 長 ・成 熟 相 属 性 が 存 在 す る とい うの が これ ま で の一 般 的 な帰

結 で あ った 。 い い か え れ ば,男 女 の この 点 に関 す る相 同 性 が 一・般 化 さ れ て きた ので あ る。 そ

の1つ の端 的 な例 が,初 潮 年 令 が身 長最 大発 育 年 令(成 長 速 度 ピー ク年 令 に相 応 す る)の ほ

ぼ1年 後 で あ り,身 長 最 大 発 育 年 令 の平 均 的 性 差 が ほ ぼ2年 で あ るか ら,精 通 年 令 は初 潮 年

令 よ り平 均 して2年 遅 れ る とい う推 定 の 一 般 化 で あ っ た。
17)

と ころ で,身 長 の成 長 速 度 ピー ク年 令 に 関 す る 定 量 的研 究 に よ る と,Deming,J.(1957)
18)

知 見 で は女 子11.4才 に対 す る男 子13.4才,Tanner,J.M.eta1.(1966)知 見 で は12.1才 に対 す
15)

る14.1才,ま たFrisch,R.E.eta1.(1969)知 見 で は11.8才 に対 す る14.0才 で あ り,確 か に いず

れ の研 究 に お い て も ほ ぼ2年 の性 差 が存 在 す る こ とで 一 致 す る。 な お,わ が 国文 部 省 資料 に

よ る準 縦 断 的 研 究(横 断 的 資料 の再 構 成 に よ る)に お い て も,こ の2年 の 性 差 は 同様 に 明示
26)27)

さ れ る(澤 田,1965)。 他 方,精 通 年 令 を調 査 したRamsey,G.V.(1943)に よ る とそ の 平 均
28)

年 令 は13.8才 で あ っ た し,Kinsey,A.C.(1948)に よ る と13.77才 を 得 て,ほ ぼ 一 致 す る 。 こ

の と き,す なわ ち1940年 代 の諸 資料 か ら推 定 し うる ア メ リカ に お け る初 潮 年 令 平 均 像 が お お

よそ13才 か ら13才 半 の 間 に位 置づ け られ るか ら,初 潮,精 通 両 年 令 の 平 均 的 性 差 は1年 よ り

は るか に 短縮 され た もの とな って しま う。 い い か え る と,前 述 の 身 長 成 長 速 度 ピー ク年 令 と

初 潮 年 令 との 時 差 約1年 を,男 子 の 身 長 成 長 速 度 ピ ー ク年 令 と精 通 年 令 との 間 の 時差 に その

ま ま 適用 しが たい こ とを示 唆 す る何 も ので もな い。

この よ う な類 推 と実 測 との 相 違 は,と り もな お さず 初 潮,精 通 両 現 象 の 間 に あ る 生 理 学

的,内 分 泌 学 的 相 違 に よ る こ とは もち ろん の こ とな が ら,さ らに初 発 機 制 に於 け る両 者 の 相

違 に も依 存 して い よ う。 お よ そ,初 潮 現 象 は卵 巣 機 能 の1つ の 発 達 段 階 と して不 随 意 的 か っ

自動 的 に初 発 し,ま た この 点 で 生 理 的 現 象 で あ る とい って よい 。 それ に対 して,精 通 現 象 は

自慰 や 異 性 関係 な どの意 志 的 行 動 に随 伴 して初 発 す る。 か か る意 志 的 行 動 に よ らな い夢:精や

遺 精 のあ り方 を とる と して も,激 しい 特 有 の情 動 に よ って 契 機 づ け られ,こ れ ま た 初 潮 現 象

の場 合 とは,仮 りに結 果 的 に導 か れ る情 動 の解 発 は あ れ,大 き く性 格 を異 にす るの で あ る。

い わ ば 初 潮 現 象 が受 動 的 特 性 を もつ とす れ ば,精 通 現 象 は能 動 的 操 作 の射 程 内 に落 込 む 。 こ

25)Nicolson,A.B.&Hanley,C.:Indicesofphysiologicalmaturity:derivationandinter-re-

lationships,ChildDevelopm.,1953,24,3-38.

26)澤 田 昭 発 達 加 速 の 研 究 そ の1。 戦 後 的 成 長 の 動 向 大 阪 大 学 教 養 部 研 究 集 録,人 文 ・社

会 科 学,1965,13,21-43。

27)Ramsey,G.V.:Thesexualdevelop皿entofboys,Amer.」.ofPsychol.,1943,56,217-234.

28)Kinsey,A.C.,Pomeroy,W.B.&Martin,C.E.:SexualBehaviorintheHumanMale,Saunder,

Philadelphia,1948.
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の多様性と能動性,そ して加えて男子の性に特有な初発後直ちに欲求化するあり方が,精 通

現象研究の進展を大きく阻む根拠であった し,ひ いてG苡�潮現象研究の知見を基礎 とする性

差をこえた一般化へ導いたといえよう。
30)

しか しなが ら,重 要 なことは前田(1970')が 指摘するとおり,男 子における精通現象を契

機づける意志的行動の介入いかんによって,精 通年令 は早遅の階梯を生 じさせ る点にある。
zs)

確かにKinsey,A.C.(1948)に よれば,11才 までに経験する精通早発型と15才以降に経験

す る精通遅発型との間では,前 者において自慰などの意志的行動による触発が多い。すなわ

ち,精 通早発型では自慰72%,夢 精2700,遅 発型ではそれぞれ53ｰo,37ｰoで あった の で あ

る。精通年令は生物学的規定をうけるとともに文化的規定を もうけるというTanner,」.M.
2)

(1962)の 指摘 もまた,上 述 の含意を重視す るか らに他なるまい。19世 紀い らい明 確 化 し,
10)31)

こんにちなお進展 して一層の激化すら示 している発達加速現象が含む性成熟前傾現象は,女

子初潮年令です ら社会的,文 化的規定を受けることを意味 しているが,精 通年令に関 しては

「ま してや」の感なきをえない。とにか く,か か る意味では精通現象の初発形式別に成長関

連 を吟味する必要があるし,ま たこれまでの早急な一般的帰結である男女の成長 ・成熟過程

にかんする相同性の再検討が要請 されるのである。

本研究の目的は以下の検討にある。男子精通年令が1)身 長,体 重:の示す体性的成長過程

とどのように関係するか,2)身 長 ・体重関係で示されるときの 体型とどのように 関係す る

か,3)精 通年令時身長 もしくは体重は一定か否か,さ らに4)身 長,体 重の示す 成長 速度

曲線および成長加速度曲線上で どのように 位置づけられるか。 また,そ れぞれの検討は自

慰,遺 精,夢 精など初発形式別になされ,こ の初発形式間の比較をとお してそれぞれの特性

を究明するとともに,女 子初潮年令に関する資料 との対照 をも加えることとする。

2.標 本及 び手続 き

大阪市内A中 学校3年 生,西 宮市内B中 学校3年 生について 精通現象の有無,そ の初発

形式,ま たその時期(初 発年令)を 調査 し,小 学校いらいの4月 定期身体検i査結果を成長資

料とした。調査時点は昭和48年7月 ～10月 。初発年令について月令まで明記された事:例は少

29)前 田嘉明 性 の異常牲一人間学的倒錯理論 を中心 に一 青少年 問題 研究,1966,16,i-14..

30)前 田嘉明 性 の人 間学的考 察 津留 宏編,性 差心理学 朝倉書店,1970,29-42.

31)澤 田 昭 発達加速現象 の研究 皿 成熟前傾現象 にっいて 心 理学評論,1958,2

282-302.

32)出 水正子 身体 的成長 と成 熟の関連 につ いて一女子小 ・中学生 の資料を中心に一,大 阪大学文

学研究科昭和47年 度修士学位 論文,1973.
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な く,多 くが 学 年 令(例 え ば 中 学1年 時 な ど)の み で あ った の で,平 均 月 令 の算 出 を行 な っ

て用 い て あ る。 記 載 上 の不 備 な ら び に身 体 検 査 結 果 上 の不 整 合 な事 例 を 除い て,有 効 事 例 の

初 発形 式 別 の 平 均 精 通 年 令 とそ の分 散 は以 下 の とお りで あ る。(Table1)。

Table1.AverageAgeatlstEjaculationofSemen(inyear)

InitialForm No.Cases MeanAge S.D. Range

Masturbation

InvoluntaryEmission

NocturnalPollution

Uncertain

Q
/

0

8

2

1

1

1

角∠

13.02

13.48

13.84

13.19

1.09

0.s2

0.60

0.87

9y.10m.一14y.6m.

lly.Sm.一14y.Sm.

12y.IOm.一14y.11m.

lly.Sm.一14y.6m.

Total 69 13.36 0.91 9y.IOm.一14y.11m.

全 事 例69名 の 平 均 精 通 年 令 は約13才4カ 月 で あ り,標 準 偏 差 は ほ ぼ11カ 月,精 通 年 令 範 囲

は9才10カ 月 か ら14才iiカ 月 まで で あ る。初 発 形 式 別 で は 自慰 に早 く,遺 精 が これ に つづ き

夢 精 が 遅 い 。 これ は標 本 が 中学3年 時 を上 限 とす る こ とに 関連 す る こ と を考 慮 しな け れ ば な

らな い が,そ れ ぞ れ の 分 布 範 囲 が示 す よ う に,自 慰 形 式 で は9才 台 や10才 台 とい う早 発 事 例

の存 在 す る こ と,ま た 夢 精 形 式 で は最 小 初 発 年 令 で す らia才 台 で あ る点 が 関 連 してい よ う。

28)

早 発 型 に 自慰 形 式 が 多 く,遅 発 型 に夢 精 形 式 が 相 対 的 増 加 を示 す とい うKinsey,A.C.(1948)

の指 摘 や,と も に10才 か ら16才 まで 分 布 す る と して も精 通 年 令 平 均 よ り夢 精 経 験 初 発 年 令

(こ れ は精 通 現 象 初 発 年 令 にお け る夢 精 初 発 形 式 の平 均 年 令 と は異 な る)平 均 が遅 れ る とい
27)

うRamsey,G.V.(1943)の 知 見 と くらべ,・傾向 と して 一 致 す る もの で あ る 。 しか し,標 本

数 が少 な い 点,ま た 標 本 の上 限暦 年 令 を 考 慮 す る とき,早 急 な一 般 化 は避 け るべ きだ し,さ

らに精 通 年 令 の 平 均 像 を求 め る こ とが本 論 の 目的 で な い こ とを指 摘 して お き た い。 な お,前
33)

北(1974)に よ る と大 阪府 下D高 校2年 生(52名)の 平 均 精 通 年 令 は13.75才,そ の範 囲 は10

～16才 で あ り
,15才 以 降 精 通 年 令 者 が僅 か に19%(10名)に 過 ぎ な い こ と を付 記 してお く。

3.成 長水準及び体型 との関係

1)精 通形式 と成長像

精通現象の初発形式別に身長,体 重の成長水準および体型を検討する。身長,体 重は正規

補間法によって各事例 ごとに満年令時の値に修正 し,体 型指標 として103・ 剰体重(kg)/身 長

(cm),す なわちLivi指 数の変形 もしくは肥痩係数を用いる。なお,標 準値 として昭和46年

度文部省学校保健統計資料(横 断的研究)を 満年令時値修正を行なって用いることとする。

33)前 北和子 性教育の試み 大阪大学文学部昭和48年度研究生報告書,1974.
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身長,体 重の成長水準お・よび体型の推移に関する平均像はFig.1お よびTable2に 示す

とお りである。

自慰初発形式群(19名)の 身体成長水準は身長,体 重のいずれであれさしたる特徴はない。

身長でこそ夢精初発形式群 と暦年令によって僅少差で上下をみせ るのに,体 重では満9才 以

降常に越えているのが目立つ程度で しかなく,こ の差は有意水準のものではない。む しろ,

この自慰初発形式群の特徴は体型にあり,年 令 を通 じて他形式よりもLivi指 数 が 大 で あ
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Figure1.DistanceCurveofHeight&WeightandPhysicalTypeinInitialFormGroupsof

EjaculationofBoys

る 。 い い か え れ ば 肥 満 傾 向が 注 目さ れ,い わ ゆ る体 重 部 分 加 速 型 に属 しが ち とい え よ う。 な

お,Livi指 数 推 移 にお い てlo才 時 に肥 満化 へ の 回帰 が あ る と と も に,こ の 時 点 以 降 の 分 散

が大 とな って い る点 が 着 目 され る。

遺 精 初 発 形 式 群(10名)の 身 長,体 重 の両 成 長水 準 は どの年 齢 で も他 形 式 を 大 き く 凌 駕

し,加 え て分 散 が 小 さ く,比 較 的 ま とま った平 均 像 を示 して い る。 体 型 的 に は10歳 時 ま で 最

も細 長 型 の方 向 に 偏 り,11,12歳 時 で 自慰 形 式 で み た よ う な肥 満 化 へ の 回 帰 が 認 め られ る と

と もに,以 降 は標 準 的 体 型 を維 持 して い る。 した が って,総 じて遺 精 形 式 を と る事 例 は成 長

加 速 型 で あ り,身 長 部 分 加 速 型 な い し体 重 部 分 加 速 型 の い ず れ に も偏 す る こ とが少 い と言 え

る。

他 方,夢 精 初 発 形 式 群(18名)は 平 均 身 長 が低 年 齢 時 こ そ 自慰 形 式 を僅 か に しの ぐが,13,

14歳 時で は逆 位 に立 って しま う。7～14歳 間 平 均 成 長 量 が,自 慰 形 式43.4cm,遺 精 形 式45.6

cmに 対 し,夢 精 形 式 で は4L6cmに 過 ぎ な い こ と,ま た10～14歳 間平 均 成 長 量 が そ れ ぞ れ,
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Tablle2.Height,WeightandLivi'sIndexinThreeInitialFormsofEjaculation

Chronological

Age(year)

StandingHeight(cm)

MeanS.D.

BodyWeight(kg)

MeanS.D.

Livi'sIndex

MeanS.D.

Masturbation(No.ofCases

7

8

9

io

ii

12

13

14

116.4

122.5

127.7

132.7

138.2

i4a.s

152.1

159.8

19)

4.4

4.7

5.1

5.2

5.9

6.9

7.8

7.3

ai.0

23.7

26.7

30.4

34.1

38.3

43.6

49.6

2.1

2.6

3.0

4.5

5.6

7.2

8.7

9.3

23.69

23.43

23.39

23.46

23.40

23.24

23.04

22.92

.57

.62

.67

.82

.92

.98

.84

.88

InvoluntaryEmission(No.ofCases10)

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

工玉9.5

125.4

130.8

136.1

142.5

150.2

158.6

165.1

4

7

0

4

2

4

3

6

ロ

コ

ロ

ロ

コ

の

サ

コ

2

2

3

3

4

6

7

6

aa.i

24.8

27.6

30.9

35.6

41.8

48.3

54.1

1.6

1.7

2.2

Z.s

3.5

5.7

6.9

7.1

23.47

23.26

23.10

23.04

23.06

23.06

22.92

22.88

.49

.46

.49

.52

.63

.59

.55

.63

NocturnalPollution(No.ofCases18)一f-No.ofCases17

γ

8

9

10

ii

12

13

14

117.0

123.1

iaa.s

133.4

138.8

144.3

151.1

158.6

5.0

5.5

5.9

6.3

7.1

8.3

9.2

8.6

21.1

23.7

26.6

29.4

32.3

35.9

41.0

46.8

2.6

3.重

3.8

4.5

5.0

6.2

8.1

9.0

23.60

23.28

23.18

23.08

22.88

22.80

22.76

22.65

.61

.66

.69

.66

.59

.69

.72

.88

StandardinJapaneseBoysin1971

7

8

9

io

ii

12

13

14

118.O

iaa.a

iaa.i

133.1

138.2

144.1

150.9

157.7

(cross-sectionaldata)
21.3

23.8

26.6

29.4

32.5

36.6

41.6

47.2

23.5

23.4

23.3

23.2

23.1

23.0

22.9

22.9

27.1cm,29.Ocm,,25。2cmで 最 小 で あ る こ と,即 ち思 春 期 に お け る成 長 遅 速 傾 向 が うか が え

る 。 も っ と も,こ れ は夢 精 初 発 形 式 の遅 い 精通 年 齢 に関 連 して い よ う。体 重 の 平 均 像 は他 形
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式 よ り総 じて 低 い 。 と りわ け,11歳 時以 降 のLivi指 数 値 は 標 準 に照 ら して も大 き く下 落 し

てお り,痩 長 体 型 が 目立 って い る。

2)精 通 年 齢 と成 長 像

精 通 現 象 の 初 発 形 式 別 に そ の初 発 年 齢 が身 長,体 重 の成 長 水 準 及 び体 型 と どの よ うな 関 係

を もつか,偏 差 積 率 相 関 係 数 を指 標 と して検 討す る(Table3)。

身 長,体 重 そ れ ぞ れ の満 年 齢 時 成 長 水準 と精 通 諸 形 式 にお け る初 発 年 齢 の 早 遅 の 関 係 が,

Table3.CorrelationCoefficientsofAgeatlstEjaculationandHeight,Weight

&Livi'sIndex.

Chronological
Age(year) StandingHeight BodyWeight Livi'sIndex

Masturbation(No.ofCases19)

7

8

9

10

ii

iz

13

14

一 .031

一 .054

一 .025

一 .112

一 .isa

一 .iii

一
.238

一 .243

一 .089

一 .221

一 .241

一 .407*

一 .457**

一 .373

一 .375

一 .378

一
.066

一
.218

一
.283

一 .471**

一 .499**

一 .383

一 .369

一
.348

InvoluntaryEmission(No.ofCases10)

7

8

9

10

ii

12

13

14

一
.556

一
.472

一
.436

一
.393

一
.331

一 .423

一
.275

一 .262

十.029

十.ooo

十.059

一
.032

一
.036

一
.066

十.oza

十.114

十.551

十.508

十.533

十.372

十.310

十.564

十.566

十.535

NocturnalPollution(No,ofCases18)十

7+

8

9

10

11

12

13

14

一
.255

一 .148

一.221

一 .234

一 .248

一 .310

一 .399

一 .406

No,ofCases17

一
.333

一.269

一.303

一 .297

一 .337

一 .407*

一 .477**

一 .467

一 .107

一 .105

一 .148

一 .113

一 .151

一.174

一
.250

一
.169

*10%significantlevel

**5/significantlevel
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遺精初発形式の体重関連を除いて,い ずれも負の相関値をとることにまず注目される。総 じ

て精通年齢の早遅が身長,体 重成長の大小,ひ いては成長の早遅と正相関 し,成 長加速 と性

成熟前傾が相関することを意味 している。いわば成長 ・成熟の相属性である。 しか し,相 関

係数値が必ず しも大 きくない点を考慮すれば,こ の相属性をあま り過大には評価 しえない。

精通形式別に検討 してみると,ま ず自慰初発形式群にあっては身長に対する相関値が概 し

て低 く,体 重に対す るものは高い。 とりわけ,10,11歳 時ではそれぞれ10%,5%有 意水準

にある。ついで遺精初発形式群にあっては体重に対す る相関値がごく低いのみならず,正 負

が乱舞するかにみx,身 長に対する相関が高 くて,自 慰形式とは全 く逆の様相を呈する。し

かも,7歳 時身長相関は10%有 意水準にある。また夢精初発形式群にあってはどちらかとい

えば身長より体重に対する相関値が高いが,身 長では14歳 時の10%有 意水準,体 重では12,

14歳時の10%有 意水準,13歳 時の5ｰo有 意水準にある点が注目され,さ らに加えて身長,体

重に対する相関値がいずれもほぼ10歳 時以降漸増傾向にある。

またLivi指 数を指標 とす る体型に対する精通年齢の関連 をみると,初 発形式によって相違

が目立っ。即ち自慰,夢 精両初発形式では負相関を示 し,総 じて肥満の極に近いほど精通年

齢が早 く,痩 長の極に偏 るほど精通年齢が遅いという傾向をとる。とりわけ,自 慰初発形式

群にあってこの相関関係は明白で,10,11歳 時では5%有 意水準にあるし,他 方夢精初発形

式群ではこの関係はごく低いもので しかない。一方,遺 精初発形式群は前述2初 発形式とは

全 く逆に正の相関値をどの年齢時で もとる。即ち,こ こでは痩長の極に近いほど精通年齢が

早い ことを意味し,7,12,13歳 時ではいずれも10%有 意水準の内に落ちる。この精通年齢

・体型関連は特異なものと言わざるをえない。

以上は男子精通現象の初発形式別にみた身長,体 重,そ して体型をとおしての成長像と,

初発年齢の早遅に関連する成長像 との2つ の側面からの検討であった。 これらを要約すれば

次のようになろう。

1)前 思春期の段階で身長成長(長 育)が 幾分 とも低い,し か し体重(量 育)が 若干増大 し

て肥満体型の傾向をとる事例は多 く自慰初発形式をとりがちである。その初発年齢の早遅も

体型に依存 し,肥 満型ほど早い。

2)発 達段階をと澄 して高身長に属 し,体 重成長 もそれと調和的に増加 して体型 か らみ て

標準的な,従 って調和的 と言える成長加速型 に属する事例にあっては,多 く遺精初発形式を

生 じがちである。その初発年齢の早遅は前思春期の身長水準及び思春期の体型に依存 し,高

身長ほど,ま た痩:長型に近いほど初発年齢が早 く,逆 に低身長ほど,ま た肥満型に近いほど

遅い。

3)ま た,思 春期身長成長が幾分遅速 し,体 重発達も乏 しい,従 って痩長型に属する事例は

多 く夢精初発形式 をとりがちである。その初発年齢が他形式に比較 し遅発傾向にあるとはい
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え,当 研 究 の標 本 の示 す 年 齢範 囲 内 で 言 え ぱ,そ の早 遅 は身 長,体 重 成 長,と りわ け後 者 の

示 す 量 育 の進 行 に依 存 し,体 重 大 な る ほ ど早 く,体 型 の如 何 は あ ま り意 味 を もた ない 。

4)初 潮 現 象 の成 長 関連 との 比 較

上 述 して き た精 通 現 象 の もつ 成 長 関 連 は,女 子 初 潮 現 象 の もつ成 長 関 連 と比 較 して どの よ

う な位 置 づ け を与 え た ら よい の で あ ろ うか 。 ま た精 通 形 式 別 の そ れ は どの よ う な相 同,相 異

を示 す も ので あ ろ うか 。

こ こで 比 較 され る女 子 資料 は 大 阪 市 内C中 学 校 の 昭和43～46年 ま で の 初 潮 年 齢 及 び成 長 資

料 の 整 って い る114名 で あ り,そ の平 均 初 潮 年 齢 は約12歳4ヵ 月 で あ る(Table4)。 し た が

って 上 述 男 子 資料 の平 均 精 通 年 齢 約13歳4カ 月 よ りほ ぼ1年 早 く,精 通形 式 別 にお い て 最 も

早 い 自慰 初 発 形 式 の約13歳 よ りほ ぼ8カ 月,最:も 遅 い夢 精 形 式 の 約13歳10カ 月 よ りほ ぼ1年

5ヵ 月 の 性 成 熟 前 傾 事 例 群 で あ る。 この 成 長 像 は,女 子 特 有 の早 い青 年期 成 長 ス パ ー トが 身

長,体 重 の両 成 長 曲線 を11歳 時 を 中 心 と して 男 子 資 料 中 の成 長 加 速 型 に属 す る と指 摘 した 遺

精 初 発 形 式 に近 づ け る点 を 除 い て は,特 記 す べ き も の は な い(Figure2,Table5)。 問 題 は初

潮 年 齢 と各 体 性 的成 長 資料 との 相 関係 数 が 示 す 成 長 ・成 熟 関 連 で あ る(Table6)。 明 らか に

女 子 にお い て は身 長 で は14歳 時 を 除 い て 全 年 齢 で,ま た体 重 で も全 年 齢 を通 じて1ｰoな い し

0.1ｰo有 意 水 準 の 負 相 関 関係 が 示 され,男 子 資料 と は 比 肩 しえ ない ほ どの 密 接 な成 長 ・成 熟

StandingHeight(cm)BodyWeight(kg)Livi"slndex(103・ 獅/H)
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相 属 性 を有 して い る。 同様 の こ とは10歳 以 降 の 体 型 につ い て も言 え る。 した が って,初 潮 年

齢 は身 長 が 高 い ほ ど,体 重 が 大 な る ほ ど,そ して 肥 満 の 極 に 近 い ほ ど早 く,そ の逆 ほ ど遅

い 。 なか ん つ く,体 重 の相 関値 が他 指 標 よ り総 じて 高 い こと を指 摘 してお きた い。
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Table4.AverageAgeatMenarche(inyear)

No.Cases MeanAge S.D. Range

Menstruation 114 12.33 0.86 10y。4m.～14y.8m.

Table5.Height,WeightandLivi'sIndexofGirls

Chronological
Age(year)

StandingHeight(cm)
MeanS.D.

BodyWeight(kg)
MeanS.D.

Livi'sIndex
(n=113)

MeanS.D.

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1
』

116.1

121.9

127.9

134.2

141.1

147.8

ist.s

iss.i

4.5

4.7

5.0

5.5

5.8

5.6

5.0

4.6

20.82.3

23.32.9

26.53.8

30.65.0

35.56.1

41.26.9

46.26.6

49.66.5

23.66

23.39

23.25

23.23

23.21

23.29

23.44

23.64

.69

.62

.71

.83

.90

.92

.89

.90

Table6.CorrelationCoefficientsofAgeatMenarcheandHeight,Weight&Livi'sIndex

Chronological
Age(year) StandingHeight BodyWeight

Livi'sIndex
(n=113)

7

8

9

0

1

2

3

4

1

¶■

-
五

1

1

一
.259***

一
.282***

一
.337****

一
.451****

一
.524****

一
.468****

一 .291***

一 .077

一 .277***

一 .370****

一 .420****

一 .499****

一 .603****

一 .602****

一 .527****

一 .449****

.oao

一 .izs

一 .172

一 .202**

一 .292**

一 .368****

一 .415****

一 .446****

**5/significantlevel

***1%significantlevel

****0 .1%significantlevel

別 の言 い 方 をす れ ば,男 子 精 通 現 象 の う ち 自慰 初 発 形 式 は 体 重及 び体 型 の10,11歳 時 に訟

い て,遺 精 初 発 形 式 は身 長 の7歳 時 に お い て,そ して夢 精 初 発 形 式 は 身 長 の14歳 時 及 び体 重

の12～14歳 時 にお い て女 子初 潮 現 象 と相 似 す る。 しか し,そ の相 似 性 は ご く低 い水 準 の もの

で しか な い。 他 方,遺 精 初 発 形 式 の示 す 体 型 の正 相 関値 は女 子初 潮 現 象 と全 く相 異 す る の で

あ る。

4.精 通時身長,体 重及び体型

一定の年齢分布をとる精通現象が身長,体 重の成長曲線のどの水準で解発するかを検討す



成長 ・成熟系の研究 〈その1> 41

る。 ま た体 型 推 移 の どの段 階 で 生起 す るか を検 討 す る。 い い か え れ ば,精 通 年 齢 に よ っ て精

通 時 身 長 な い し,体 重,或 い は 体 型 が 一 定 な のか,そ れ と も変 化 す る のか の吟 味 で あ る 。精

通 時 各 体 性 的 資 料 は,標 本 個 々 の成 長 資 料 か ら正 規 補 間 法 に よ っ て求 め た(Table?)。

Table7.MeanHeight,Weight&Livi'sIndexatthelstEjaculation

InitialFormAgeatlst
ofNo.ofEjaculation

EjaculationCases(year)M .,S.D.

Height(cm)

M.S.D.

Weight(cm)

M.S.D.

Livi'sIndex

M.S.D.

M19

LE.10

N.P.15

Uncertain18

1302(1.09)

13.48(0.82)

13.67(0.48)

13.06(0.84)

152.5(9.7)

161.3(8.2)

156.5(9.3)

157.2(7.3)

44.0(7.7)

51.3(9.4)

46.5(8.0)

44.7(6.3)

23.10(.95)

22.96(.59)

22.92(.64)

22.53(.39)

精通時成長水準及び体型を求めることは,と りもなおさず前章で扱 ってきた諸点の再吟味

に他ならず,事 実これまでに得た知見を裏付けている。精通時平均身長は遺精初発形式に最

も大であ り,夢 精初発形式が これに続 き,自 慰初発形式が最:も小さい。精通時平均体重につ

いても,初 発形式間の階梯は全 く同様である。また精通時平均体型は大きな差異を認めない

が,ま ず自慰,遺 精,夢 精の各初発形式の順序で肥満か ら痩長の極へ移ると見てよい。 もっ

とも,精 通平均年齢において各初発形式間に若干早遅があり,ま た分散が大きいのでさらに

細部の検討が必要である。その方法 としては,ま ず精通年齢群別の精通時平均身長また体重

などを求めて相互比較する方法があるが,こ こでは標本数が少いため,各 初発形式別に一次

回帰式を求めることとする。

1)精 通 時 身 長

精 通 年 令(x)を 函 数 とす る 精 通 時 身 長(y)の 回 帰 方 程 式 を 求 め る と,初 発 形 式 別 に 以 下 の

と お りで あ る 。

Masturbationy=135.09十5.76(x-10)

InvoluntaryEmissiony=140.94十5.84(x-10)

NocturnalPollutiony=155.97十 〇.14(x-10)

こ れ を 図 示 す る とFigure3,ま た 精 通 年 齢 別 の 個 々 の 値 を 示 す とTable8の とお り で あ る。

Table8.HeightatAgesoflstEjaculationinducedfromRegressionEquation

InitialForm
of

Ejacalation 10

AgeoflstEjaculation(inyear)

11121314 15

M.

1.E.

N.P.

135.1

(140.9)

(156.0)

140.8

146.8

(156.1)

146.6

152.6

156.3

152.2

158.4

156.4

iss.i

164.3

156.5

163.9

170.1

156.7
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精 通 時 身 長 は 自慰,遺 精 初 発 両 形 式 で は初 発 年 齢 の早 遅 に よ って 大 き く変 化 す る。 この変

化 量 即 ち 回帰 係数 約5.8cm/yearは,当 該 年 齢 層 の成 長 速 度 に近 い値 で あ る。 即 ち,昭 和

46年 度 中学3年 生 準 縦 断 的 全 国標 準 資 料 か ら 算 定 され る 成 長 一 次 回 帰 式 がy=130..41+6・5

(x-10)だ か らで あ る。も っ とも後 者 の場 合,青 年 期 成 長 ス パ ー トを も平 均 化 して い る点 留 意

せ ねば な らない 。 とに か く,自 慰 及 び遺 精 初 発 両 形 式 で は 精 通 年 齢 早 発 型 で 精 通 時身 長 が 低

く,遅 発 型 で高 い 。 これ は精 通 時 身 長 と精 通 年 齢 との 相 関 係 数 が 自 慰初 発 形 式+.647(1%

有 意 水 準),遺 精 初 発形 式+585(10ｰ0.水 準)で あ る こ とか ら も裏 付 け られ,他 方 夢:精初 発

形 式 で は+.007に 過 ぎ な い 。 さ らに 自慰,遺 精 初 発 両 形 式 を 区別 す る もの は,後 者 が どの

精 通 年 齢 で あ れ一 様 に約6cm高 い精 通 時 身 長 を もつ 点 で あ り,こ れ は 自慰 初 発 形 式 よ り遺

精 初 発 形式 こ そ身 長 の成 長 加 速 型 の 多 くが 採 りが ち な在 り方 で あ る こ と を意 味 してい る。

他 方,夢 精 初 発 形 式 の示 す 精 通 時身 長 は,精 通 年 齢 の い か ん を問 わ ず 殆 ど変 化 しな い。 こ

の 回帰 係数0.丑4cm/yearが これ を示 して い る。 い い かえ れ ば 常 に ほ ぼ156cm身 長 水 準 を維

持 し,夢 精 初 発 形式 の身 長 に お け る 臨 界水 準 を示 す か に見 え る 。 も っ と も,こ の分 散 を考 え

る と き,さ ら に事 例 数 の蓄 積 が必 要 で あ り,一 定 の幅 を想 定 して お か ね ば な るま い 。 他 方,

女 子 初 潮 年 齢 にっ い て 身 長 臨 界 水 準 の 存否 が 論 議 され て い る こ とは 冒 頭 にふ れ た 。 この点 の
10)

詳 細 は他 に 譲 る と して(澤 田,1973),と にか く初 潮 現 象 に似 て意 志 的統 制 の きか ない 夢 精

現 象 にお い て,ま た 自慰 と異 な り有 意 行 動 を伴 わ な い この 形 式 にお い て,そ の初 発年 齢 を規

定 し引 金 的 役 割 を果 す 身 長 臨 界 水 準 が存 在 す る とい う上 述 の知 見 は注 目さ れ ね ば ない ま い 。

蘇 って ま た,夢 精 と同 様 に有 意 行 動 を伴 わず,事 態 関 連 性 を有 さ な い遺 精初 発形 式 が か か る
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身長臨界水準を同 じようには持たない という点は,両 初発形式間の機制上の差異を示唆する

のか も知れない。

2)精 通 時 体 重

精 通 時 体 重 に か ん す る 回 帰 方 程 式 は,初 発 形 式 別 に 以 下 の と お り で あ る 。

Masturbationy=38.42十1.86(x-10)

InvoluntaryEmissiony=26.06十7.26(x-10)

NocturnalPollutiony=45.09十 〇.39(x-10)

これ を 図 示 す れ ばFigure3の と お りで あ り,精 通 年 齢 別 の 各 体 重 値 はTable9に 示 す 。

Table9.WeightatAgesoflstEjaculationinducedfromRegressionEquation

InitialForm
of

Ejaculation 10 11

Ageoflst耳laculation

1213 14 15

M.

1.E.

N.P.

38.4

(26.1)

(45.1)

40.3

33.3

(45.5)

42.1

40.6

45.9

aa.0

47.8

46.3

45.9

55.1

46.6

47.7

62.3

47.0

精 通 時 体 重 は初 発 形 式 に よ って,精 通 年 齢 の 早 遅 に よ る変 化 が さま ざ ま で あ る。 遺 精 初 発

形 式 で は回 帰 係 数 が7kg/yearを こえ,精 通 早 発 型 で こそ低 体 重,遅 発 型 で は 体 重 大 の傾 向 を

極 端 に示 す 。 昭和46年 度 中学3年 生 準 縦 断 的全 国 標 準 資 料 が 示 す 成 長 回帰 方 程 式 がy=25.80

+5・20(X-IO)で あ るか ら,上 記 の値 は 当該 年 齢 層 の もつ 成 長 速 度 を は るか に 上 廻 る もの と

言 え よ う。 この こ とは精 通 時 体 重 と 精 通 年 齢 との相 関係 数 値 が遺 精初 発 形 式 にお い て+.638

(5ｰo有 意 水 準)で あ る点 か らも裏 付 け え よ う。 他方,こ の と き 自慰 初 発 形 式+.262,夢 精

初 発 形 式+.023で しか な い。 自 慰初 発 形 式 にお け る回 帰 係 数 約1.9kg/yearは 標 準 的成 長 速

度 を遥 か に 下 廻 る値 で あ り,夢 精 初 発 形 式 の 約0.4kg/yearは 殆 ど無 変 動 に近 い と 言 って よ

い 値 で あ る。 い い か え れ ば,夢 精 初 発 形 式 の精 通 時体 重 約46～47kgが1っ の 臨界 水 準 と し

て の 意 味 を もち,精 通 時身 長 の ほぼ 一 定 と規 を一 に して い る。

3)精 通 時 体 型

体 型 表 示 と してLivi指 数 を用 い る と き,精 通 時 体 型 指 標 の 回 帰 方 程 式 は 以 下 の とお りで あ

る。

Masturbationy=24.65一.51(x-10)

InvoluntaryEmissiony=21.90十.30(x-10)

NocturnalPollutiony=22.27十.17(x-10)

こ の 図 示 がFigure3,精 通 年 齢 別 の 各 精 通 時 指 数 はTable10に 示 す 。
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Table10.Livi'sIndexatAgesof .ist耳jaculationinducedfromRegressionEquation

InitialForm
of

Ejaculation 10

AgeoflstEjaculation

111213 14 15

M.

1.E.

N.P.

24.6

(21.9)

(22.3)

24.123.623.1

22.222.522.8

(22.4)22.622.8

22.622.1

23.123.4

23.023.1

精通時体型は自慰初発形式 と他の2初 発形式とでは大きく異なっている。自慰初発形式で

は精通年齢が早いほど肥満型の極に偏 り,遅 いほど痩長型に近づ く。この関連はLivi指 数 と

精通年齢との相関係数 一584(100有 意水準)で よく示されている。他方,遺 精初発形式で

は逆に精通年齢が遅れるほど精通時体型は痩長型の極か ら次第に標準的体型を経て肥満型へ

と移 り,夢 精初発形式においても程度は幾分緩やかとは言え同様の経過を辿る。それぞれの

相関係数値は+,424,一1一.133で ともに有意水準にない。

総 じて体型の発達的推移は,肥満型としての幼児期体型から少年期 を通 じて痩長化を辿 り,

思春期を迎える直前か ら以降再び肥満化への方向に転ずる。言いかえれば,最 も痩長体型をと

るのは身長,体 重それぞれの成長速度ピーク年齢の時差に基き,発 育転換期と名づけている。

この意味では,前 述の身長,体 重など体型的成長過程の示す増加曲線(直 線的な少年期や

Gompertz曲 線的な思春期であれ)と 異な り,Livi指 数はいわばU字 型の2次 曲線を少 くと

も青年期まで辿 るのが普通である。従って,精 通時体型の初発形式間の変異の理解はきわめ

て複雑 と言わねばならない。 しか し,と にか く前章で述べたごとく,自 慰初発形式において

思春期前段階の肥満型が多い こと,ま た肥満の度 を深めるほど初発年齢が早いこと,ま た逆

に遺精初発形式においては痩長の度を深めるほど初発年齢が早いことをここでも裏書きして

いると言えよう。

4)初 潮時身長,体 重及び体型 との比較

女 子 に 訟 け る 初 潮 時 身 長,体 重 及 びL{vi指 数 は,す で に 他 論 文 で 示 し て あ り(澤 田,

14)

1968),そ の 回 帰 方 程 式 を各 初 潮 年 齢 別 平 均 指 標 か ら 求 め る と 以 下 の とお り で あ り,こ の 回

帰 直 線 はFigure3に 併 示 し て あ る。

HeightatAgeoflstMenstruationy=146.01十1.45(x-10)

WeightatAgeoflstMenstruationy=42.00十 〇.75(x-10)

Livi'sIndexatAgeoflstMenstruationy=23.79-0.22(x-10)

少 くとも初潮年齢にあっては成長水準の分散からみれば,初 潮時身長よりも初潮時体重に

おいて変動が小さい。上述の男子精通年齢時諸体性指標において見 る限 り,初 潮現象 と相似

するのは精通時身長,体 重のいずれにあっても夢精初発形式であり,Livi指 数による精通時

体型推移では自慰初発形式である。また逆に最 も対立するのはいずれの精通時体性指標にお
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いても遺精初発形式であることを指摘せねばならない。

とにか く,最 も低い身長で精通現象を期待できるのは自慰初発形式であ り,こ れに次 ぐの

が遺精初発形式である。そしてこの事実はまた,一 般的に言 って精通現象の早発型が自慰形

式をとりがちだ とする従来の知見に相応する。 これに続 くのが女子初潮現象であ り,初 発年

齢如何(11歳 以降)に よっては遺精初発形式よりも低身長で解発する。そ して,も し夢精初

発形式をとる事例が精通早発型にあるとすれば,上 述の約156cmと いう臨界水準にいたる如

き極度な身長成長加速型にのみ可能なことを示唆する。 しか し,夢 精初発形式においてio ,

11歳 という早発事例は当標本では認 められていない。む しろ,こ うした極度な成長加速型は

それ以前の段階で自慰ない し遺精初発形式へと導かれるのではないだろうか。

もう1つ の問題は身長の遅速型がとりうる精通形式である。Figure3は 精通年齢13歳8～

9カ月以降で 最も低い精通時身長を有するのが,夢 精初発形式であることを明示する。 しか

も,こ の精通時身長水準は女子初潮時身長を越えて於 り,男 女の長育水準の性差を物語る以

外の何 ものでもない。

精通時体重において最低水準 をとるのは,精 通早発型に於ける遺精初発形式である。 これ

に次 ぐのが自慰初発形式,そ して女子初潮現象であり,も し精通早発型において夢精初発型

式をとる事例があるとすれば,上 述の約46～47kgと いう臨界水準に到達する極端な体重加

速型cｰの み可能であろう。そ してかかる早発事例が夢精初発形式に認めえなかったことは精

通時身長の場合 と同様の意味を示唆している。さらに加えて,夢 精初発形式 と初潮現象 との

体重臨界水準の示すそれぞれ46～47kgと42kgと の差 こそ,男 女の量育の性差を示すもので

ある。

5,成 長速度曲線,加 速度曲線 との関係

多 様 な初 発 形 式 を と る精 通 年 齢(tE)が 成 長 速 度 曲 線 と どの よ う に関 連 す るか,と り わ け

成 長速 度 ピー ク年 齢(身 長 で はtHp。,体 重 で はtWp。)に 対 し どの よ うな 位 置 を と り,い か な

る時差 を もっ か を検 討 す る。tHp。,tWp。 は成 長 加 速 度 曲線 上 で は成 長 加 速 度 変 換 年 齢(減 速 度　ゑ
コ

へ変 換す る意 味 にお い てtH。,tw。)と 理 論 的 に言 って 一 致 す る も ので あ る 。 い い か え れ ば,

発 達 的 時 系 列 上 に成 長 加 速 度 極 大 年 齢(tH。ee,tWaCG),成 長 速 度 ピー ク 年 齢(tEp。,tWpv即 ち ま

たtH。,tw。),そ して成 長 減 速 度 極 大 年 齢(tHd,。,tw,6。)の 順 で 経 過 す る。 この 発 達 的 時 系 列

上 の いず こにtEが 位 置 す るか が問 題 な の で あ る。これ ら成 長 諸 指 標 は,成 長 曲 線 をGompertz

曲線 な どの数 式 に 当嵌 め,そ の 一 次,二 次 微 分 か ら確 定す る とい う方 法 も あ るが,こ こで は

資料 の年 齢 的 限界 を考 慮 して い わ ゆ る図 解 法 を用 い る こ と と し,ま た 確 定 す る成 長 指 標 も身
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長,体 重 の 成 長 速 度 曲線 にお け るtgp。,tWp。 即 ち 加 速 度 曲線 上 のtH。,tw。 の み とす る。

事 例 別 図解 法 か らえ た 成 長 速 度 ピー ク年 齢 と精 通 年 齢 との 時 差 及.び相 関係 数 に よる早 遅 の

関 係 をTable11に 示 す 。

Table11.AgeatPeakVelocityofHeight(taPo)&Weight(twpo),Time

IntervalbetweenAgeatlst耳jaculation(tE)andAgeatPeak

Velocity,andCorrelationCoefficientsoftEandtaPOortwPo

InitialForm
of

Ejaculation

No.oftE(year)
Cases

taPV(year)Difference
(year)rtExtap,

MeanS.D.YE'iHpo

M.

1.E.

N.P.

Uncertain

AllCases

9

0

8

2

9

1

」1

1

∩∠

10

13.02

重3.48

13.84

13.19

13.36

12.891.08

12.541.16

13.24.83

12.72.88

12.87.98

.13

.94

.60

.4?

.49

.614***

.247

.405

.628***

.525***

InitialForm

of

珂aculation

No.oft
E(Year)Cases

tWPVCYear)

MeanS.D.

Difference

rtE>くtWpv

iE-tWpv

M.

1.E.

N.P.

Uncertain

AllCases

7

0

7

1

5

ー
義

-
晶

壱1

2

6

13.02

13.48

13.83

13.17

13.35

13.051.07

12.54.89

13.34.71

ia.si.ss

12.97.92

一 .03

.94

.49

.36

.38

.552**

.220

.377

.521**

.468***

*10%**5%***1%significantlevel

tEとtHP。 な い しtWp。との相 関 係 数 が 示 す と ころ は いず れ も正 値 で あ り,成 長 ピ ー ク年 齢 が

早 けれ ば精 通 年 齢 もま た 早 発 す る こ とを意 味 して い る。 な か ん つ く,自 慰 初 発 形 式,初 発 形

式 未 確 定 群,そ して 男 子 事 例 全体 にお い て5ｰo或 い は100有 意 水 準 を え て い る。 他 方,遺

精,夢 精 初 発 形 式 に あ って は,僅 か に後 者 の身 長成 長 ピ ー ク年 齢 関 連(10%有 意 水 準)を 除

い て,有 意 水 準 に い た って い ない 。

17)

す で にDeming,J.(1957)は 女 子 初 潮 年 齢(t幻 とtHp。との 間 に.933(24名)と い う高 い正

相 関 を得 て お り,両 指 標 間 の 時 差 と して平 均14.7カ 月 を算 定 す る。 当 男 子 資 料 はか か る高 相

関 値 で は な い に しろ,と に か く若 干 の有 意 水 準 相 関 を え た こ とは述 べ た と訟 りで あ る が,む

しろ問 題 はtEとtHp。 間 の 時 差 の 短 縮 に あ る。 全 事 例 で この 時差 は約6ケ 月 にす ぎず,自 慰

初 発 形 式 で は さ らに 短縮 して僅 か1ヵ 月 余 に過 ぎ な い。 ま た最:も長 い 時 差 を もつ 遺 精 初 発 形

式 とて1年 に満 た な い の で あ る。 同様 の こ とはtEとtWpvと の時 差 に つ い て も指 摘 で き,自

慰 初 発 形 式 で は この 時差 は む しろ 逆 で,僅 か で あ れtEがtWpvよ り早 発 して さえ い る。 も ち

ろ ん,Gompertz曲 線 の 当嵌 めか ら得 たDeming資 料 との方 法 上 の 差 異 を留 意 せ ざ る を え な
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い が,こ の 成 長 速 度 ピ ー ク年 齢 と 精 通 年 齢 と の 短 い 時 差 は,む しろ 男 子 精 通 現 象 の 特 性 と見

倣 す べ き で あ ろ う。

Table12.DistributionofAgesatlstEjaculationaccordingtoYearofPeak

VelocityofHeight(txPo)&Weight(twPo)

InitialFormNo
.ofof

CasesEjaculation盤 器 山驚 器 鯉 鞭
M.

1.E.

N.P.

Uncertain

9

0

.8

2

1

1

1

角∠

1 3

¶1

1

1

9

3

7

01

5

6」

00

9

1

2

2

2

1

AllCases 69 i 6 29 25 7 1

InitialFormNo
.ofof'

Cases正ijaculation 齢 も羅.囎 縦 羅 鯉 鞭
M.

1.E.

N.P.

Uncertain

7

0

8

2

1

1

1

2

1 6

1

2

4

5

2

8

01

4

4

7

5

-

つ
創

1

3

1

AllCases 67 1 13 25 zo 7 1

この こ とは,tHp。 やtwP。 を 中 心 と してtEが 事 例 別 に どの よ う に 分 布 す る か を見 て も明 示

さ れ る(Table12)。 これ ま で 女 子 初 潮 年 齢 は 身 長 或 い は 体 重 の最 大 発 育 年(tHp。,twp。 の
32)

属 す る年 度)か ら1年 後 傾 し.た時 点 に 多発 す る と され て い る(Table13)。 例 え ば 出 水(1973)

に よ れ ばtHp.の1年 前1.1.%,最 大 発 育 年12.8%に す ぎず,1年 後 は60%に も及 ぶ 。 ま た
34)

波 多 野(1937)に よ る と それ ぞれ3%,22%に す ぎず,最 大 発 育 年 の1年 後 に は40%に 達

し最 頻 を示 す 。 ま た 出水kよ る とtWp.の1年 前 及 び2年 前 は あ わ せ て5.4ｰo,最 大 発 育 年

Table13.DistributionofAgesatMenarcheaccordingtoYearofPeak

VelocityofHeight(tano)&Weight(twPQ)

Author
No.of2yearslyearduringlyear
CasesbeforebeforeYearofaftertH

Pv

2years3years4yearssyears
afterafterafterafter

HATANO,1(1937)143

DEMIZU,M.(1973)94

4
τ

-

2

2

3

1

8

.6

5

5

つ
」

-
」

3

2

Q
/

3

fJ

-

2

Author
No.of2yearslyearduringlyear2years3years4years5years
CasesbeforebeforeyearofafterafterafterafteraftertW

pv

DEMIZU,M.(1973)93 1 4 31 47 9 1

34)松 本亦太郎監 修 精神及び身体発達 の研究 日本女子大学校児童研究所紀要 第一輯 、1937,
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33.3ｰo,そ の1年 後 は505%に も到 る 。 しか し,男 子 精 通 年 齢 の 場 合 は 全 く様 相 を 異 に し,

大 き く.前傾 す る 。 即 ち 表 示 さ れ て い る よ う に 身 長 で は36事 例(52.2ｰo),体 重 で は39事 例

(58.2%)が 最 大 発 育 年 に 一 致 す る か,も し く は そ れ 以 前 な の で あ る 。 そ して こ の 傾 向 け 自
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慰 初 発 形 式 に著 しい 。

上 述 の こ とは,前 掲 の成 長 曲線(Figurel,Table2参 照)か らえ られ る成 長 速 度 曲線 及 び

加 速 度 曲 線 の 図 示(Figure4)に よ って も そ の概 要 が 示 さ れ よ う。 ま た比 較 と して前 述 の女

子 資 料(114名)の 示 す 両 曲 線 を掲 げ てお く(Figure5)。 なお,Figure4で はLivi指 数 の発

達推 移 に関 して 成 長 速 度,加 速 度 に相 応 す る変 化 量 を も加 え て あ る。 成 長 像 に際 して述 べ た

自慰,遺 精 両 初 発 形 式 に 齢 け る肥 満 の 極 へ の一 時 的 な 回帰 が,こ こで は よ り明 確 に示 さ れ て

い る と言 え よ う。

なお,こ こで は成 長 速 度 ピ ー ク量,成 長 加 速 度 極 大年 齢(tHacc,tWaGC),及 び:成 長 減 速 度

極 大 年 齢(tHdec,tWd,c)と 精 通 形 式 別 の初 発 年 齢 との 関連 性 の 問 題 が 残 され て い るが,こ の

点 に関 して は次 回 に ま わす こ と とす る。

6.要 約 と若干 の考察

上述の結果を要約すれば次のようになろう。

1)男 子精通現象はその初発形式によって差異があ り,身 長,体 重及びそれらの関係式で示

される体型の3っ の体性的成長指標においてそれぞれ特徴的である。即ち,自 慰初発形式は

肥満傾向に,精 通初発形式は身長,体 重両次元の調和的成長加速型に,そ して夢:精初発形式

は成長遅速型であるとともに痩長傾向にある。

2)男 子精通年齢はその初発形式によって差異が示唆されるとともに,こ の早遅は女子初潮

年齢のもっ成長関連性ほどに密接なものではないが,自 慰初発形式の体重 もしくは体 型 関

連,夢 精初発形式の身長もしくは体重関連において女子の場合と相似する。他方,遺 精初発

形式の体型関連は女子の場合と逆であって,痩 長体型に傾 くほど初発年齢が早い。

3)精 通時身長,体 重が精通年齢の早遅によらずほぼ一定水準をxた のは夢精初発形式にお

いてであ り,こ の成長臨界水準の存在という点で初潮現象 との相似が認められる。 しか し,

自慰及び遺精初発形式においては精通時身長,体 重は精通年令のいかんによって大きく変化

する。

4)身 長,体 重の成長速度 ピーク年齢と精通年齢は正相関関係にあり,こ の点女子の場合と

相似する。 しか し,精 通形式別にみるときこの正相関を示すのは自慰初発形式のみであ り,

身長に関 してのみ僅かに夢精初発形式においても示唆されている。

5)さ らに男子精通年齢において特徴的なことは,身 長 もしくは体重の最:大発育年 に位置す

る事例が多 く,女 子の場合の1年 後最頻 とは大きく相異するし,と りわけ自慰初発形式にこ

れが著 しい。
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従 って,胃 頭に述べた問題提起か ら次の諸点がさ し当って論議の対象 となろう。

その第1は,い わゆる く成長 ・成熟相属性〉が男子精通現象においても存在す るという従

来か らの一般的帰結が妥当か否かであり,ま た男女のこの点に関する 〈相同性〉の一般化の

妥当性の有無である。少 くとも,上 述の自慰及び夢精初発形式の若干の成長関連或いは体型

関連はこれを支持すると言えよう。 しか し,遺 精初発形式の体型関連はこれを支持 しない。

また夢精初発形式の示す精通時身長及 び体重一定傾向は,い わゆる臨界水準を示唆 してこれ

を支持するが,他 形式 はこれを支持 しない。さらにtEとtHp。 ないしtWp。との間の正相関関

係はこれを支持するが,初 発形式別にみるときまず 自慰のそれのみであ り,ま た発達時系列

的に精通年齢が発育最大年齢前 にくる事例が多い点ではこれを支持 しえず,問 題点が残るの

である。換言すれば,精 通現象 のもつ多様性,即 ち初発形式如何が問題的 と言xよ う。

そして,こ れこそ第2の 男子精通現象の 〈能動的操作性〉の如何に関わって くる。 もちろ

ん,こ の有意行動の参加ないし随伴が自慰初発形式や遺精初発形式の年齢を決定 しうるもの

ではない。能動的操作性が意味をもつのはある一定の性成熟水準に到達 しているか らで あ

ろうし,そ の故の誘発ない し随伴であろう。 しか し,ま たこうも考え られないだろうか。即

ち,こ の有意行動がある一定の性成熟水準へ と促進させ ることはないのだろうか と。能動的

操作の参与 しない夢精初発形式 において臨界水準が身長,体 重の両成長次元に認められた点

はこの反証 と言えるであろう。さらにまた,能 動的操作性が直接的に参加する自慰初発形式

において,そ の精通時身長は最 も低 くあったし,精 通早発型が存在する点もこの証左ではな

いだろうか。 ところで,必 ず しも性志向性をもたない意志的行動によって誘発される遺精初

発形式がその平均成長像として調和的成長加速型であるということは,何 を意味するのであ

ろうか。そしてこの初発形式が体型関連性 と精通時身長及び体重の在 り方において女子初潮

現象 と全 く相異す るのは,何 を意味す るのだろうか。いずれにせ よ,上 述 した精通現象の諸

形式の示す成長 ・成熟相属性が,た とえ一義的でなく多様であるとしても,各 形式は契機 と

して有す る能動的操作性の有無が決 して偶然のものでなく,や は り何 らかの成長関連性の中

で採用されていることを示唆す る。以下のことは尚多 くの行動的分析 を必要とするにせよ,

とにか く言えることは自慰初発形式が自己身体志向的かつ外界被影響性の強い児童期肥満型

と,遺 精初発形式が環境交渉の上でより活動的かつより欠耐久性的な成長加速型と,そ して

夢精初発形式が外界志向よりもむ しろ内部世界志向的な成長遅速型や外界交渉性において遮

断的な痩長型 との関連をもつとの示唆である。いいかえれば,精 通年齢の有する生物学的規

定と文化的規定の交差の中にその一切の解が秘められているのであろう。

第3の 論点は,他 ならぬ今 日進展 してやまない発達加速現象,と りわけ性成熟前傾現象の

視角から生 じて くる問題である。少 くとも,女 子平均初潮年齢がここ10年余に約7カ 月/10

年の前傾速度を有 して昭和72年2月 時点で12歳8カ 月 と推定されているとき,男 子精通現象
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の平均像をいずれに置 くかは緊急の課題であると言えよう。これは男子の性構造がその初発

後直ちに欲求化 し,早 発型ほど欲求強度が強 く,ま た人生を通 じて初発後数年間が最大強度
29)

をもっ諸点を考慮すれば,そ の課題性は多言を要 しないであろう。精通時身長あるいは体重

を求めたのはこのためだ し,最 大発育年 との時差を求めたのもこの理由による。そ して上述

の結果が示す ものは,意 志的行動の介入によって精通年齢の早発化が予想される自慰初発形

式において,成 長臨界水準にせよ,成 長速度 ピーク年齢にせよ,い ずれの生物学的規定をも

確定 しえない点である。換言すれば,生 物学的規定という解発制止機制を成長過程において

この初発形式にけ認めうるに到 らなかったのである。成長臨界水準を想定 しうるのは僅かに

能動的操作の参与 しない夢精初発形式のみでしかない。また身長成長速度 ピーク年齢より前

傾す る精通年齢事:例が女子に比 して多 く,両 者の平均的時差け女子のそれほど大ではない。

換言すれば,男 子精通年齢平均像は女子初潮年齢平均像より決 して2年 後傾す るものではな

く,ま たこの性差は社会的,文 化的状況性いかんによって縮少 と拡大の両方を導 きうる。そ

して大切 なことは,現 在の社会的,文 化的状況が この性差の縮少化を計 る諸要因に事欠かな

い点にある。また成長臨界水準を認めえた夢精初発形式です ら,身 長ない し体重の成長加速

現象の展開がただちに精通年齢前傾現象の導き手に他ならぬことを意味 しているのである。
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STUDYONTHESYSTEMOFHUMANGROWTHANDMATURITY

LDIFFERENCESOFTHEINITIALFORMSOFEJACULATION-NBOYS

AxtxnSAWADA

Thisstudyseekstodeterminetherelationshipsbetweenphysicalgrowthandsexualmaturity

inboys,incomparisonwiththefindingsofgirls.Alllongitudinalgrowthdatainboysare

analysedindividingintothreegroupsoftheinitialformsofejaculation;thatis,themastur-

bation,theinvoluntaryemissionandthenocturnalpollutionformgroups(TableI).

Theanalysisofthedistancecurvesofstandingheightandbodilyweightpresentsthatthe

involuntaryemissionformgroupishighergrowthlevelinbothheightandweightthanthe

otherformgroups,andthatthemasturbationformgroupisheavierinweightthanthenocturnal

pollutionformgroup.Ithas,therefore,beenfoundthedifferencesinphysiqueindicatedby

Livi'sindex,thatthemasturbationformgroupshowspycnicandthenocturnalpollutionform

groupshowsleptosomeinreverse,whiletheinvohmtaryemissionformgroupisapttobe

averageinphysique(Table2andFigure1).

Asregisteredbythecorrelationcoefficients(Table3),thereareseveralsignificantrelations

betweentheageatlstejaculationandthegrowthlevelsofheightandweight,andLivi'sindex

inboys,althoughthesevaluesaresmallerthanthevaluesaccordingtothecorrelationofthe

ageatmenarcheandthegrowthlevelsingirls(Table4).

Ananalysisofdataforthegrowthlevelsandthephysiqueatthetimeoflstejaculationin

boys(Table8,9,10andFigure3)findsthattheheightsandweightsatthetimeoflstejaculation

increasewithincreasingageofattainmentintheboth.initialformgroupsofmasturbationand

involuntaryemission;i.e.theearlymaturingboysareextremelysmallerinheightandlighter

inweightatthetimeoflstejaculationthanthelatematuringboys.Incontrastwiththat,the

heightsandweightsatthet�eofistejaculationofthenocturnalpollutionformgroupdonot

changesignificantlywithincreasingageoflstejaculation;i.e.earlyandlatematuringboys

inthisinitialformgrouptrendtohavethesameheightandweightattheageofattainment.

Asamatteroffact,thisfindingleadstothehypothesisthattheremaybeacriticalrangeof

heightandweightassociatedwiththelstejaculationintheinitialformofnocturnalpollution,

similartothecriticalweightlevelatthetimeofmenarcheinthecaseofgirls.

Aswellestablishedingirls,thedataofgrandtotalinboysexpressthatthebothagesat

peakvelocityofheightandweightarecloselycorrelatedwiththeageatlstejaculation.It

maybemostlydependedonthemasturbationformgroupwhichshowssignificantrelation

betweenthem,becausethecorrelationcoefficientsinthebothformgroupsofinvoluntary

emissionandnocturnalpollutionarenotenoughinsignificantlevel(Table11).But,the

timeintervalsbetweentheageatpeakvelocityofheightandweightandtheageatlstejacu一
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lationinboysareshorterthanthetimeintervalsingirls,assuggestedbythefactsthatfindthe

highestfrequencyoftheageatlstejaculationduringyearofthepeakvelocityinheightand

weightinboys,particularlyinmasturbationformgroup,althoughthehighestfrequency

ofageatmenarcheingirlstakesplaceinoneyearafterthetimeofpeakvelocityinheight

andweight(Table12and13).

Suchresultsmakeclearthedifferencesoftheinitialformsofejaculationregardingthe

relationshipsbetweenphysicalgrowthandsexualmaturity.Italsogivesasuggestionto

understandingoftheseculartrendofaccelerationphenomenaingrowthandmaturityof

boysaswellasgirls.


